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　歯科インプラント診療は治療技術の進歩により適応範囲の拡大・高度化が進んでいます。さらに患者さんの高齢化や全
身疾患などを合併している割合も年々増加しているため、より高度な集学的治療が必要とされています。このような状況下、
歯科インプラントセンターでは治療に関わる複数の部局の連携による安全で高度なチーム医療を提供しています。また、相
談からメインテナンスまでを含む包括的かつ先進の歯科インプラント治療に取り組み、３次元デジタル技術を導入し、画像
診断からガイデッドサージェリーさらにインプラント上部構造作製等に応用しています。腫瘍切除等による大きな顎欠損患
者さんや、顎口蓋裂など先天性疾患に対する「広範囲顎骨支持型装置及び広範囲顎骨支持型補綴」が保険導入されました。
このような難症例に対応するためには、骨造成や鎮静法、入院手術など全身管理が必要となりますが、病院機能（病院手術室、
一般病床）などを有効活用し、医療安全に重点を置いた安全かつ高度で先進的な診療を実施しています。

センター長
小山 重人

歯科インプラントセンターのコンセプト歯科インプラントセンター診療体制
連絡先　022-717-8426（歯科インプラントセンター受付）

歯科インプラントセンター

　消化器内視鏡センターは、消化器内科を中心として関連する診療科が連携し、消化器内視鏡診療を安全かつ効率的に行
う目的で、平成21年8月に開設されました。プライバシーに配慮した個室検査室を外来棟に11部屋完備し、年間13,000
件を超える内視鏡を施行しています。さらに、西7階病棟の検査室をセンターの分室と位置づけ、透視撮影室での内視鏡、
西8階病棟での腹腔鏡と併せてセンターの管理下としています。また、内視鏡洗浄・消毒に関しては、独立した洗浄室で洗
浄専属スタッフが検査間も含めて全ての内視鏡を10台の洗浄機で機械洗浄するなど最新の感染・環境対策を行っています。
当院は日本消化器内視鏡学会指導施設に認定されており、センターには指導医、専門医、消化器内視鏡技師（看護師）、臨
床工学技士（MEセンター）が在籍し、日進月歩の内視鏡分野において、最新の知識や技術を取り入れ最先端の医療を提供
しています。内視鏡診療でお困りの際はお気軽にご相談、ご紹介いただければ幸いです。

センター長
正宗 淳

内視鏡治療の様子
連絡先　022-717-7767（消化器内視鏡センター受付）

消化器内視鏡センター

各種生命維持管理装置ＭＥセンター

　MEセンターは、診療技術部に所属する臨床工学技士29名が配置され、技士同士の連携を大切にしながら、他職種とチー
ム医療の一員を担い日々業務を行っています。
　臨床業務は、手術部、集中治療部、血液浄化部、血管撮影室等で、循環・代謝・呼吸などに関する生命維持管理装置
の操作や管理を行っています。また当院は東北地方で唯一、全ての臓器移植が行える認定施設であり、移植待機中の補助
人工心臓装着患者に対し、補助心臓センターでの外来業務を含め全面的なサポートを行っています。
　その他、医療機器安全使用のための研修会の開催や、医療機器安全管理室と共に毎月第一木曜日に「医療機器点検の日」
を設定し、医療機器の安全使用に関する啓蒙活動を行っています。医療機器の有害事象を減らすには、点検や整備だけで
防ぐことは不可能であり、メディカルスタッフの医療機器への理解や管理に対する協力が重要だと考えています。
　私たち臨床工学技士は、随時有益な情報を発信し医療安全と病院運営に貢献したいと考えています。

センター長
齋木 佳克

連絡先　022-717-7688（MEセンター受付）

MEセンター

　WOCとは、W:wound（創傷）、O:ostomy（ストーマ）、C:continence（失禁）の頭文字をとったものです。当センターでは、
褥瘡や人工肛門・人工膀胱（オストミー）及び失禁などに関する診療上の問題について、各診療科に分散していた医療情報
を統合し専門性の高い医療を提供しています。
　皮膚・排泄ケア（WOC看護）認定看護師と、各関連診療科の専門医師が連携してストーマや褥瘡、失禁などのWOC領
域の診療を、また、理学療法士や医療ソーシャルワーカーなどと連携しながらきめ細かな日常生活の指導、社会復帰への
支援を行っています。
　また、当院のWOCセンターのメンバーは、毎日の診療の他に訪問看護師や他施設の医療者を対象とした講演や患者会で
の相談指導など院外での教育活動のほか、関連各学会での研究活動も積極的に行いWOC領域の質の向上に努めています。
　なお、診療は予約制ですので、事前に上記受付まで電話連絡をお願いします。

連絡先　022-717-7652（WOCセンター受付）

センター長
海野 倫明

WOCセンター

NST病棟カンファレンスNST中央カンファレンス

　栄養サポートチーム（NST）は2003年10月にコンサルテーション型NSTとして発足し、2008年からはいくつかの病棟
で診療科に特化した病棟単位のNSTカンファレンスを行うようになるなど、院内の栄養管理のニーズにあわせ、その活動
内容も変化しています。
　栄養サポートセンターの目的は「多職種の協力によって全ての患者さんが適切な栄養療法を受けることができ、職員が栄
養療法に関わることを支援するシステムを構築すること」です。患者さんの栄養サポートだけでなく職員の栄養に関する意
識や知識の底上げを目指し、各種研修会の開催や広報誌「NST通信」の発行、栄養情報発信などの教育や広報活動にも力
を入れています。こうした活動もチーム内で役割を分担して行っており、多職種が協働してチームを運営していくことは組
織自体の活性化につながっていると考えます。
　在院日数が短くなる昨今、退院後の「栄養連携」にも力を入れていきたいと思います。

センター長
香取 幸夫

連絡先　022-717-7119（栄養管理室受付）

栄養サポートセンター

入院患者食栄養指導の様子

　栄養管理室では｢患者さんひとりひとりに目をむけた、やさしい、つながりのある栄養管理を目指します｣という理念の下、
12名の管理栄養士が業務を行っております。
　私たちは患者さんの栄養状態改善のために当院の栄養管理フローに沿った栄養状態の評価を行い、個々の患者さんの性
別、年齢、状態（摂取能力・病状・病態）に合わせた食事を提供しています。1回の提供食数は900食近くに上りますが、
多様なニーズに応えるべく栄養成分や食形態別に481通りの食種を設ける他、行事食や特別メニュー等を取り入れ、患者
さんのQOL向上や退院後の食生活改善につながるサポートができるよう努めております。
　また、大学病院には教育や研究における地域の拠点的な立場を担う役割がありますが、栄養管理室でも各種研修会の開
催や学生実習、社会人研修生の受け入れを行っています。
　今後も栄養管理を行う上で最も大切な「おいしい・やさしい食事の提供」を念頭に、適切な栄養管理の実践と、栄養に関
する教育や地域活動にも貢献していきたいと思います。

室長
布田 美貴子

連絡先　022-717-7119、717-7120（栄養管理室受付）

栄養管理室

95 96TOHOKU  UNIVERSITY HOSPITAL  2020 TOHOKU  UNIVERSITY HOSPITAL  2020




